
　

受付日 完了日 件　名　・　内　容 対　　　　　　　　　　　　　　　応 担当課

3月17日 3月31日 市議会だよりについて
沼津市議会だよりを拝読しても正直言って本意が伝わって
こない。

議決結果表示は会派別で表記されても、有権者が一票を
投じた議員がどの会派に属しているか分からない状況で市
議会だよりを読んでいる市民が大半を占める。

選挙に行かない無関心市民は市議会だよりすら読まない。
広報ぬまづも手に取らないので市政に関心のない市民に
対して、市議会の信頼度アップにつながる取り組みを求め
たい。

参考資料として清水町議会だよりの一部抜粋を添付する。
誌面刷新を図る有効手段として活用されることを強く期待
する。

　この度は貴重なご意見をいただきありがとうございます。いただいたご意見につきましては、議会に関す
るものであるため議会事務局から回答いたします。

　沼津市議会だよりは、定例会の内容や市議会の活動について、市民の皆様にお伝えする手段の一つで
あり、また、広報ぬまづと併せて配布されることで、幅広い世代の方々に直接お届けすることができる、議
会広報として重要な役割を担っているものと考えております。

　議会だよりの紙面では、賛否が分かれた議案を会派別で掲載しておりますが、各議員の所属会派につい
て掲載されておらず、ご指摘のとおり、所属会派をご存じでない場合、各議員の賛否についてわからない
状況となっております。
　議会だよりの紙面の都合上、全28名の議員の議決結果を掲載することは難しいと考えておりますが、広く
市民の皆様にお伝えすることができる手段について検討を進めてまいります。
　また、市議会の信頼度アップにつながる取組の一つとして、市民の皆様の手に取っていただける議会だ
よりの紙面について、議会だより編集委員会において検討、協議を進めてまいります。

　今後も、市民の皆様に市議会情報を分かりやすくお伝えするため、様々な市民ニーズに合わせた情報発
信ツールを活用し、積極的な市議会情報の発信に努めてまいります。

議会事務局

          令和７年３月分「市民の声」
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議会事務局
広報課

          令和５年10月分「市民の声」

　市では、主要事業の実施やイベントの開催等を多くの市民の皆様にわかりやすく、効果的にお伝え
するため、毎月１回、市長定例記者会見を開催しております。
　記者会見については動画配信しておりませんが、発表した内容を市民のみなさまに速やかにお伝
えするため、記者会見終了後、市公式ホームぺージに掲載するとともに、各種SNSから掲載のお知ら
せをしております。
　今後も、広く市民の皆様に市政情報がわかりやすくお伝えできるよう、様々な市民ニーズに合った
広報媒体（情報発信ツール）を活用し、積極的な市政情報の発信に努めてまいります。
市長定例記者会見はこちら
https://www.city.numazu.shizuoka.jp/shisei/pr/interview/index.htm

　議会運営に関するご意見につきましては、市議会より回答させていただきます。
　市議会では、平成20年10月から本会議映像配信システムを導入し、同年11月定例会から本会議の
生中継及び録画中継をインターネット上で配信しております。
　また、一般質問におきましては、「一括質問一括答弁方式」と「一問一答方式」のいずれかを議員が
選択し、実施しているところです。
　本会議、委員会どちらも一般傍聴が可能となっておりますが、当日傍聴できない方もいることから、
映像の配信方法、議会運営を含めいただいたご意見を参考に、市議会の活動をわかりやすく市民の
皆様へ届けられるよう今後も検討してまいります。
一般質問の本会議映像（議会中継）はこちら
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/numazu/WebView/rd/council_1.html
会議録（会議録検索システム）はこちら
http://ami-search.amivoice.com/numazu/usr/search.exe

沼津市政の動画による公開
沼津市政を広島県安芸高田市の取り組みのように、
YouTubeの動画で配信して、公開してほしい

・市長の記者会見を動画で配信
・市議会の委員会を動画で配信
・市議会の一般質問を動画で配信
・市議会の議事進行では、広島県安芸高田市のように、1
問1答でわかりやすく、かつ、テンポが良く議事を進行して
ほしい
・議会の答弁は自席からすぐに行えるようにして、スムーズ
な議事進行にしてほしい

（説明）
沼津市執行部及び沼津市議会は、広島県安芸高田市を参
考にして、市政を分かりやすく、市民に関心を持たれるよう
に、公開する努力をしてほしい。
人口2万人の小さな市でも行えることなので、沼津市では確
実に実施できると考えます。
現在の沼津市の市政の情報公開は、大変不足していると、
広島県安芸高田市の内容と比較して感じています。
沼津市長は広島県安芸高田市の石丸伸二市長とリモート
会議をして、勉強をしていただきたいです。
約10倍の規模の市民の代表である、沼津市長及び沼津市
議会議員に、奮起を求めます。
さらに、沼津市が追い越しリードするようになる存在を目指
してください。

10月17日10月3日
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